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皆
さ
ん
は
、〝C

O
O

L C
H

O
IC

E
（
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）〟
と
い
う
取
り
組
み

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
こ
れ
は
、
国
が
掲
げ
る
２
０
３
０
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
１
３

年
度
比
で
26
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
達

成
の
た
め
、
省
エ
ネ
機
器
に
買
い
替
え
る

こ
と
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
意
識
す
る
こ

と
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
な
ど

に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
な

ど
、
温
暖
化
対
策
に
役
立
つ
あ
ら
ゆ
る

〝
賢
い
選
択
〟
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
で
、
岩
見
沢
市
も
こ
の
〝C

O
O

L 
C

H
O

IC
E

〟
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
特
に
実
践
し
て
ほ
し
い
二
つ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
先
　
市
環
境
保
全
課

いま
賢い選択を

省エネ・節電
家庭でできる、ひと工夫

　
北
海
道
の
冬
は
、暖
房
を
使
用
し
た
り
、

照
明
の
使
用
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
冬
の
節
電

は
夏
の
節
電
よ
り
も
省
エ
ネ
効
果
や
二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
効
果
が
高
い
と
言
わ

れ
て
お
り
、
電
気
代
の
節
約
な
ど
家
計
に

も
地
球
に
も
優
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
無
理
の
な
い
省
エ
ネ
・
節

電
に
取
り
組
み
、
冬
の
生
活
を
よ
り
快
適

に
、
温
か
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

COOL CHOICE に賛同を！
　この取り組みに賛同し、行動し
ていただける方は、賛同用紙の提
出をお願いします。
提出方法
　 市ホームページからダウンロー

ドした賛同用紙に必要事項を記
入し提出
提出・問合先
　市環境保全課

COOL CHOICE の
詳 細 は、 環 境 省 の
ホームページをご覧
ください
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環境省 COOL CHOICE
MOE 萌えキャラクター

君野イマ

環境省 COOL CHOICE
MOE 萌えキャラクター

君野ミライ

いつもより1枚多く羽織るなど、
重ね着をする

マフラーやひざ掛けなどで、
冷えやすい首まわりや足元を温める

鍋や煮込み料理などで、
体も室内も温かく

根菜類やショウガなど、
体を温める食材を選んで調理する

窓から太陽の温かさを
取り入れる

暖房時の室温を
20度以下にする

取り組みポイン
ト

【自動車】
発進時５秒間で 20㎞程度の加速
（ふんわりアクセル）を意識すると
年間でガソリン約 83ℓ節約

【暖房器具】
� 室温設定を 22度から 20度にすると
年間で灯油が約 36ℓ、ガスで約 31㎥節約

【照明器具】
� LED電球に取り換えると
年間で約 90kwh節約

【電気ポット】
�使わない時にプラグを抜くと
年間で約 107kwh節約

【テレビ】
�画面の輝度を最大から最適（中間）にすると

年間で約 27kwh節約

取り組み
ポイント

WARM BIZ
ウォームビズ

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
は
知
っ
て
い
る
け
ど
…
。

と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
寒
い
季
節
で
も

暖
房
に
頼
り
す
ぎ
な
い
で
快
適
に
過
ご
そ

う
と
い
う
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
寒
い
時
で
も
、
１
枚
多
く
着
る
、
温
か

い
物
を
飲
む
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
、
室
温
20
度
以
下
で
も
快
適
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
の

た
め
、
暖
房
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
を
減
ら
す
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
の
発

生
を
削
減
し
、
地
球
に
、
そ
し
て
み
ん
な

に
優
し
い
冬
に
し
ま
し
ょ
う
。

実施期間
11月１日㈭～平成31年3月31日㈰

● ● ● ● ● ● ● ●

電気の重要性を実感した日
　９月６日未明に発生した北海道胆振東部地震。道内全域が停
電となり、市内全域の停電解消まで２日以上の時間を要しまし
た。停電解消後もしばらくの間、電力の安定供給のため、市民
の皆さんには、積極的な節電に取り組んでいただき、また現在
も、無理のない範囲での節電に取り組んでいただきありがとう
ございます。
　地震による停電で、私たちが生活していくうえで、多くのこ
とを電気に依存しているということを実感した方も多いのでは
ないでしょうか。電気は無尽蔵に供給されるものではなく、そ
の供給力には限りがあります。今回のような地震やその他の災
害が無くても、電気の使用量が増え、電力需給量がひっ迫する
と、大規模停電や計画停電になる可能性があります。
　現在も皆さんに取り組んでいただいている〝無理のない範囲
での節電〟ですが、ご家庭や事業所などで、まだできることは
ないかどうか、話し合ってみてはいかがでしょうか。

　余分な暖房を止めて、みんなで 1 つの部屋・場所などに集ま
ることで、エネルギーを節約するのが WARM SHARE。家族
やご近所で集まれば、コミュニケーションを深めることもでき
ます。
　また、飲食店や温泉、公共施設などに出かけることで、全体
のエネルギー使用量を抑えることができます。

知っていますか？
WARM SHARE

ウォームシェア


